
（様式２） 

令和５年度 田主丸小学校地域学校協議会プラン                                                        

１  学校の課題 

提言① 学力の保障と向上の課題を解決するために、「がんばりカード」を生かした 

家庭学習習慣の定着と補充学習「田主丸タイム」の内容と方法の充実を図る。  

提言②  基本的生活習慣確率のために、早寝・スローメディアの取組を行う。 

２  提言の実働化に向けた具体的な取組（３者協働の場合） 

                             具  体  的  な  取  組 

 学    校 家    庭 地    域 

 

 

 

提

言 

①  

 

 

 

〇児童の学力の実態と課題や

取組を家庭や地域に説明す

る。 

〇補充学習の場として田主丸タ

イムを設定し、地域ボランティ

アを募る。 

〇家庭学習・生活「がんばりカ

ード」週間を年５回設定し、

PTA学級委員会と連携を図

り、集約して取り組み結果を

知らせる。 

〇家庭学習強化週間の取り

組みに協力し、「意欲付け

のための声をかける」「テ

レビを消す等集中して取り

組める環境を作る」を実

行する。 

〇チェックシートに子どもの

がんばりを認めるコメントや

評価を書く。 

 

〇学力の保障と向上について

の課題を知り、読書ボランテ

ィア等朝の活動等の協力体

制整備に協力する。 

〇田主丸タイムに学習ボラン

ティアとして参加し、低学年

の学習サポート(児童のプリ

ントの採点等)を行う。 

 

 

 

提

言

② 

 

 

〇ゲームやスマホの使い方、イ

ンターネットの正しい利用に

ついて、発達段階に応じて学

級指導を行う。 

〇スローメディア・ノーメディア・

早寝の期間を年間５回設定

し、子どもに目標を持たせて

取り組ませ、賞賛して学級全

体に広げたり、学級懇談会で

成果を取り上げたりする。 

〇「がんばりカード」の週は、

スローメディア習慣（水曜

日はノーメディア）として、

家庭で取り組む。 

〇「ゲームやスマホの使い

方・早寝の約束を家庭で

話し合い、見守る」の取組

強化週間を生かし、日常

から意識して声をかける。 

 

 

  ※学校、家庭の２者協働の場合は、「地域」の欄に斜線を引く。 

３  児童生徒の成長 

              〈年度初め〉 

① 「がんばりカード」での家庭学習の取組で家庭

学習習慣が身についた」児童の割合：５８．７％ 

② ゲームやスマホの使い方のルールを家庭で決

め、守ることができている」児童の割合６３．７％ 

    〈年度末〉 

① 「家庭学習がんばり週間の取組で家庭学習習 

慣が身についた」児童の割合：７０％ 

② ゲームやスマホの使い方のルールを家庭で決

め、守ることができている」児童の割合：７０％ 



 

（様式２） 

令和５年度 〇〇学校地域学校協議会プラン（記入例） 

                                                        

１  学校の課題 

提言①  家庭学習習慣の定着・強化のために、「家庭学習強化週間」を設定したり、地域ボラン 

ティアによる放課後学習を行ったりする。 

提言②  メディアの使用時間を適切にするために、「スローメディア週間」を設定して「家族団ら

んタイム」を増やす取組を行う。 

２  提言の実働化に向けた具体的な取組（３者協働の場合） 

                             具  体  的  な  取  組 

 学    校 家    庭 地    域 

 

 

 

提

言 

① 

 

 

 

〇児童の学力の実態と課題

を家庭や地域に説明する。 

〇放課後学習の場を設定す

る。 

〇家庭学習強化週間を設定

する。 

〇適切な量と質の家庭学習

の課題を出す。 

〇家庭での学習を行うような

促しの声かけと学習課題

を終えた後の賞賛を行う。 

〇チェックシートにコメントや

評価を書く。 

 

 

〇学力の保障と向上について  

  の課題解決を図る必要性

を広報する。 

〇放課後学習への地域ボラン 

ティアの募集や派遣を行

う。 

 

 

提

言

② 

 

 

〇スローメディアの期間を設

定する。 

〇スローメディアの取組の結

果を集約し、家庭・地域に

知らせる。 

〇テレビを消すなど、家庭で

学習する環境を整える。 

〇スローメディア期間におい

て積極的に家族団らんの

時間をつくる。 

 

  ※学校、家庭の２者協働の場合は、「地域」の欄に斜線を引く。 

３  児童生徒の成長 

           〈年度初め〉 

①学年×１０分の家庭学習を行う児童の 

割合：７０％ 

②平日のメディア使用時間が２時間以下の 

  割合が□□％ 

    〈年度末〉 

①学年×１０分の家庭学習を行う児童の 

割合：８０％ 

②平日のメディア使用時間が２時間以下の 

  割合が〇〇％ 

 


